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科学とシステム思考

学びの輪のサブ記事、科学とシステムの柱の下 — 観察者の道。関連記事: 宇宙、調和実在論、自然の輪




調和主義における科学

調和主義は科学を高く評価する — しかし科学を崇拝することを拒否する。これは反科学的感情ではなく、正確な哲学的立場である。科学は現実の物質的次元を調査するための最も厳密な方法である。それは真の奇跡を生み出してきた: 病気の撲滅、ゲノムのマッピング、数十億光年離れた銀河を観察する能力。しかしまた、水素爆弾、表土を毒する工業農業、慢性疾患を管理するが治さない医薬モデルも生み出している。道具は強力である。問題は常に: 何のために使うのか、ということである。

ヴェーダ的な区別が適切なフレーミングを提供する — パラ・ヴィディヤー(より高い知識 — 究極の現実の本質)とアパラ・ヴィディヤー(より低い知識 — 現象界)。科学は、最良の場合、物質レベルにおけるロゴス(宇宙の内在する調和的知性)の体系的な研究である、アパラ・ヴィディヤーの最も厳密な形である。それは不可欠だが、知識の全てではない。現代の誤りは科学の実践ではなく、形而上学的主張 — めったに明示的に述べられないが、背景的な仮定として浸透している — つまり、科学が知識の唯一の有効な様式だという主張である。これは科学主義であり、科学ではない。調和実在論はそれを修正することで、瞑想的、哲学的、および啓示的な理解の様式を含むより大きな枠組みの中に科学的知識を位置づける。

したがって、科学とシステムの柱は、統合的知識の一つの次元として科学を教える — 本質的で、強力で、そして必然的に不完全である。





科学的学問をレンズとして

調和主義の実践者は、専門の科学者になる必要はない。しかし、現実の物質的次元を正確に理解し、証拠を識別力をもって評価し、素朴な信頼性(科学的言語で装飾されたあらゆる主張を受け入れること)と素朴な拒否(科学的発見が好みの信念に挑戦するために却下すること)の両方に抵抗するのに十分な科学的識字能力が必要である。

物理学は基礎科学である — 物質、エネルギー、空間、および時間を最も根本的なレベルで研究する。調和主義は特に量子力学(測定の観察者依存的性質、もつれた粒子の非局所性、素朴な唯物論を解除する波粒子の補完性)と熱力学(時間の矢、無秩序への傾向としてのエントロピー、生命がエネルギーと情報の投資を通じてこの傾向を局所的に逆転させるという注目すべき事実)に基づいている。実践者は方程式を解く必要はない。彼らは、物質主義的世界観 — 現実が無意識の力によって支配される不活性な粒子で構成されているという仮定 — が20世紀初期の物理学自体によって反証されたこと、そしてその影響がまだ主流文化に吸収されていないことを理解する必要がある。

生物学は生命の科学である — そして調和主義は、生命が化学に還元できないのと同様に、化学が物理学に還元できないと考える。生物学は、生きたシステムがどのように自身を組織し、維持し、そして再現するかの理解を提供する: 細胞生物学、遺伝学、エピジェネティクス(遺伝子発現が環境と行動によってどのように修正されるか — 生物学と調和主義の自己修養の理解の間の重大な架け橋)、進化生物学(生きた形態がどのように多様化し適応してきたかの深い歴史)、および神経科学(脳と神経系の研究、意識を意識を脳活動に還元することなく意識の物質的基質を理解するために本質的)。

生態学は生物と環境の関係の科学である — システム思考の生物学的表現。生態学は、何も隔離状態には存在しないこと、すべての生物が相互依存性の網に埋め込まれていること、および複雑なシステムへの介入が線形思考では予測できない結果を生むことを教える。この理解は自然の輪と調和の建築の生態学的な柱に直接情報を与える。





メタ・ディシプリンとしてのシステム思考

システム思考は科学そのものではなく、すべての科学およびそれらを超えて適用される認知モードである。それは部分ではなく全体を知覚し、対象ではなく関係を知覚し、出来事ではなくパターンを知覚し、線形の因果関係ではなくフィードバックループを知覚する能力である。

調和主義それ自体はシステムアーキテクチャである。調和の輪は、その分形的な7+1構造により、システムマップである: 各柱は他のすべての柱に影響を与え、中心(臨在)は全体に浸透し、そしてシステムの健康は任意の単一成分の最適化ではなく、その部分の統合に依存する。システム思考を理解する者は、直感的に調和主義がなぜそのように構造化されているのか — そして還元主義的なアプローチが健康、教育、統治、または個人開発においてなぜ体系的に失敗するのか — を理解する。

調和主義の実践者が内在化すべき重要な概念: フィードバックループ(増強と均衡 — システムが変化を増幅または安定化させる仕組み)、創発(成分レベルには存在しないシステムレベルで現れる特性 — ニューロンからの意識、個人からの文化、種からの生態系)、レバレッジポイント(小さな介入が不均衡な効果を生むシステムの場所 — ドネラ・メドウズのレバレッジポイントの階層は必須の読書である)、およびレジリエンス(システムが混乱を吸収し、本質的な機能を維持しながら再組織化する能力 — 短期的な最適化のためにレジリエンスを交換することが多い効率性と異なる)。





科学の限界

調和主義は科学の限界を尊重するがゆえに、科学を尊重する。科学は測定可能で、反復可能で、反証可能なものを調査する。それは構造的に、意味、価値、目的、または意識の本質に関する質問に対処することができない — これらの質問が非現実的だからではなく、それらはその方法論的範囲の外にあるからである。科学者が愛の経験のあらゆる神経相関をマッピングすることができ、まだ愛を説明していない — 経験そのものが神経相関ではないからである; それは神経相関が外側から説明しようとする現実である。

現代世界の最も重大な誤りは、すべての知識を科学的知識に収縮させること — 測定できないものは存在しない、実験室で複製できないものは実在しない、意識の第一人称の経験は脳活動の第三者観察より有効ではないという仮定。これは科学が要求する結論ではなく、科学の権威の下に忍び込まされた哲学的仮定である。調和主義はそれを名付け、拒否し、調和実在論で置き換える: 現実は本質的に調和的である — ロゴスで浸透している — そして本質的に多次元的であり、各次元が独自の調査方法を必要とするという立場。

したがって、統合的な実践者は、科学主義に捕らえられることなく科学を研究し、真実を証拠に還元することなく証拠を評価し、科学的知識と神聖な知識を同じ心に保持する能力を維持する — それらは単一の現実の異なる次元に対処するからである。





科学的識字能力の実践

科学的識字能力は、科学についての事実の蓄積ではない。それは、科学がどのように機能するかを理解し、証拠を批判的に評価し、科学が対処できるおよびできないことを認識し、素朴な信頼性と素朴な拒否の両方に抵抗する能力である。

これは科学的方法への精通が必要である: テスト可能な仮説の定式化、変数を隔離する実験の設計、単一の研究が主張を証明しないという認識(複製が本質的である)、結果がバイアスの影響を受ける可能性があるという認識(出版バイアス、資金バイアス、確認バイアス)。予備的証拠に支持された仮説と確定された知見の違いを理解する必要がある。科学論文を読む方法を知ることが必要である: 研究の限界は何か、結論は提示されたデータから実際に従うか、知見は独立して複製されているか。

最も重要なことに、それは知的な謙虚さが必要である。科学の歴史は、後に反証されたと確信した主張の歴史である。科学的知見を軽く保つ実践者は、現在の最良の理解というより絶対的な真実として、証拠が変わったときに学ぶ立場にいる。科学を同一性にする実践者、科学の名で行われたすべての主張を擁護する必要がある者は、発見から自分自身を閉ざす。





実践的哲学としてのシステム思考

調和主義それ自体はシステム思考を例示する: 各次元が他のあらゆる次元に影響を与える多次元モデル、全体の健康が部分のバランスに依存する、一つの領域の問題に対処することがシステム全体の波及効果を理解することを必要とする。

実践者は核となる概念を内在化すべきである: フィードバックループは、変化が増幅または安定化する仕組みである。サーモスタットは簡単な例である — 温度が低下すると、ヒーターは温度が設定値に戻るまでオンになり、その後オフになる。しかし、フィードバックループはすべてで操作する: 経済、生態系、人間の体。増強フィードバックループは変化を増幅する(運動すると気分が良くなり、運動をもっとする、そしてさらに気分が良くなる)。均衡フィードバックループは安定化する(生産が増加すると、価格は低下し、利益を減らし、生産をするためのインセンティブを減らす)。状況でどのループが操作しているかを理解することは、単一の介入より強力である。

創発は、システムレベルで現れるがどの個別成分にも存在しない特性。ニューロンは意識的ではないが、数十億のニューロンで構成された脳は意識を生み出す。個人は限られた機関を持つが、数百万人で構成された社会は山を動かすか、破滅的な誤りを犯すことができる。水分子には湿度がない、が水は湿っている。創発を理解することは還元主義的思考を防ぐ — 部分を理解することはあなたに全体の理解を与えるという仮定。

レバレッジポイントは、ドネラ・メドウズがそれらをマッピングしたように、小さな介入が不均衡な効果を生むシステムの場所。河川システムでは、レバレッジポイントは水ではなく、それをリダイレクトする構造。社会システムでは、多数派の意見ではなく、どの解決策が考え得るのかを決定する構造であることが多い。レバレッジポイントを特定することは、ランダムな場所に力を適用することより価値がある。

レジリエンスは、システムが混乱を吸収し、本質的な機能を維持しながら再組織化する能力。森林は単作農場の商品ベースの農園より回復力がある, なぜなら多様性が冗長性を作成するからである — ある種が失敗すると、他の種が部分的に役割を埋めることができる。強い関係、多様な収入源、および異なるスキルを持つ人は、単一の収入源と関係に依存する人より回復力がある。レジリエンスを理解することは、調和主義の実践者が混乱を生き残ることができる個人および社会システムを設計することを可能にする。





科学と神聖な知識の間の対話

調和主義の枠組みの中でのシステム思考と科学の最も深い統合は、科学と神聖な知識が競合する必要がないという認識である — それらは現実の異なる順序に対処し、異なる認識論を必要とする。

科学は何があるかを調査する — 物質、エネルギー、生きたシステムの構造と動作。神聖な知識は何が意味するかを調査する — 意識の本質、価値の源、現象界と超越的な基礎の関係。脳の科学的モデルは意識を説明しない; 意識の瞑想的な理解は神経行動を予測しない。両者は彼らの領域の中で真実である。

科学主義の誤りは、科学がすべての有効な知識を包含していると主張すること — 測定して複製できないものは存在しないこと、意識の第一人称の経験は脳活動の第三者観察より有効ではないこと。これは科学的な結論ではなく、科学の権威の下に忍び込まされた哲学的仮定である。統合的な実践者はそれを拒否し、調和実在論と呼ばれるかもしれないものを実践する: 現実は本質的に調和的であり、本質的に多次元的であるという認識 — 物質とエネルギー、物理体とエネルギー体 — 各次元が独自の適切な調査方法を必要とする。

これは統合の可能性を開く: 神聖な実践に情報を与えるために科学的理解を使用する(瞑想の神経学を理解し、植物医学の生化学、意識の状態の物理的相関)一方、科学的な説明は完全なアカウントではないことを維持する。瞑想者は瞑想が脳生理学に影響を与える方法を知ることから利益を得るが、平和と明晰さの直接的な経験はその生理学に還元可能ではない。





観察者の責任

物理学は、観察が観察されるものに影響を与えることを教える — 有名な観察者効果。これは(時々不注意に)哲学と心理学に比喩的に拡張されているが、原則は残っている: 現実を調査する者は調査されている現実から分離されていない。動物の行動を研究する科学者は、その存在によって行動を変える。人間の対象を研究する研究者は彼らの対象の反応に影響を与える。市場をモデル化する経済学者がモデル化される市場に影響を与える。

この責任は科学を研究する調和主義の実践者に拡張される: 理解が受動的な受信ではなく、能動的な関与であることを認識すること。あなたが探すものはあなたが見つけるものに影響を与える。質問をどのように定式化するかは、どの回答が可能であるかを形成する。調査の整合性は、あなた自身の仮定とバイアスを認識し、彼らを擁護するのではなく質問する傾向、そしてあなたが発見したものによって変わることに開かれていることを必要とする。

これが臨在が瞑想と同じくらい科学で重要である理由である。臨在している科学者 — 本当に注意深く、自分の仮説を確認することにこだわっているのではなく、自然が明かしていることに — より良い科学を実施している。システム、生態学、または物理学の研究にこの注意の質をもたらす実践者は、単なる知識の技術者ではなく、現実自体に従事した哲学者になる。





関連記事も参照
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